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〔記念講演随想録〕

リース会計史研究への道
―浅学菲才な学徒の博士号取得までの軌跡―

石井　明
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少年老いやすく学成り難し。況や，成人となり学会の門を入ってきた者をや。

Ⅰ　はじめに

2024 年 9 月私はグローバル会計学会の全国大会において首題の講演を行った。これはその時の拙い講演
録になるべきものであるが，この貴重な機会を頂いたのを機として，これまで歩んできた私の会計研究，お
よびリース会計研究等に微力を傾けてきた私の半生，具体的に言えば，横浜国立大学の経営博士号取得まで
の半生をある程度詳しく茲に記したものである。

講演の題目『リース会計史研究への道』についてはそのままとしたが，その時付した副題「米国リース資
本化論の探求」についてはあまり話をしていないので，「浅学菲才な学徒の博士号取得までの軌跡」に変え
させて貰った。その講演時，自らが頂戴した時間では，最終部において触れる予定であった，2024 年 8 月，
早稲田大学で開催された日本会計研究学会全国大会の自由論題『鉄道リース会計における資本化の考察―
20 世紀前半期に創造されたリース資本化論―』については語れず。換言すれば，20 世紀初め頃，米国証券
市場で大きな革新をもたらした John Moody を代表とする財務アナリストたちが編み出した鉄道会社の経営
分析のためのリース資本化手法には言及できずとなったことによる。

したがって，この随想録で記述した範囲は，大学学部時代（1 年次，1969 年 4 月）から，幾らかの紆余
曲折―東銀という銀行勤務―を経て，上武大学という群馬県の私学に赴任して 3 年半が経った時，横浜国
立大学から経営学博士号を取得する 2006 年 9 月までの約 37 年間の軌跡となっている。博士号の取得は論
文『リース会計の公正価値会計への発展理論』によって幸いにも達成され，ちょうど私が満 56 歳の誕生日
を迎えた時となった。会計関係の学会，経営分析学会に入会してから数えると，約 9 年が経過した時点となっ
た。

そして，2003 年 4 月，私は上武大学に赴任し，11 年間会計学の専任教授として勤務した後，2014 年，
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上武大学より横浜商科大学に転籍，横浜商科大学への勤務は 2018 年 3 月に終了（定年退職）したが，そ
の後，満 75 歳となった今も私は会計研究を継続している。

なお，私が今日まで常々意識している会計研究段階（4 分割）を講演の際に提示したこともあり，また本
文の理解のために以下お示しすることとしたい。本随想録の記述は，したがって，以下の第 2 段階までの
ことになる。
・第 1 段階　　大学学部から大学院修士課程（1976 年修了）から学会入会（1997/8 年）頃まで

　�米国公認会計士協会（AICPA）・会計調査公報（ARB）第 38 号，会計原則意見書（APB）第 5 号，
　�会計調査研究（ARS）第 4 号，および財務会計基準審議会の財務会計基準書（FAS）第 13 号を学ぶ

・第 2 段階　　大学院博士後期課程入学から上武大学赴任，さらに博士号取得まで
　�本格的研究の初期段階，すなわち会計の拡大理論から IASB/FASB 共同プロジェクト
　初期段階に至るまでの会計基準およびリース会計の研究

・第 3 段階　　博士号取得後，2007 年から 2009 年までの研究
　リース会計の本格的研究開始，特にリース会計の第 2 次大戦前の歴史的研究の開始
　IASB/FASB の共同プロジェクト後期・成立した会計基準の研究

・第 4 段階　　リースの歴史的研究の開始（2010 年以降）
　18 世紀から第 2 次大戦前までのリース会計研究を含めた，リース会計の歴史的・包括的研究

Ⅱ　大学学部時代と大学院受験

1．大学学部時代
1969 年 4 月，私は立教大学経済学部の経営学科に入学した。この年度は東大等の入試が停止となった年

であった。経営学科 1 年次の必修科目として「簿記」が含まれていたため，私は授業開始時より簿記を学
び始めた。4 月，5 月，大学は正常に講義を実施していたが，簿記の基本原理が終わり，企業の経済活動に
対する記帳（仕訳）に触れ始めた 6 月のある日，欠講となった。ヘルメットを被った過激な学生（他大学
部隊を含む）による授業妨害が突然始まり，大学全体として教室からの先生の排除が始まった。加えてバリ
ケードが構内外に築かれて大学紛争は燎原の火のごとく広がり，私は只中に引き込まれていった。

私はその頃，将来どのような道を歩むにせよ，社会科学の基礎知識となる企業や経営の全般的知識を獲得
すべく，文化部系の部のひとつ，経営学研究会に入部した。経営学研究会の夏季合宿では，マルクス主義に
立脚する批判経営学の立場から，当時の企業の労務管理や合理化の方法を批判的に分析した本を輪読した。
この合宿は私にとって経済知識を深め企業経営の内実を理解するという点では有意義であったが，経営学と
経済学（マルクス経済学）とはどう違うのか，漠然とした感であったが大いに疑問を持った記憶がある。

9 月初旬，大学が封鎖されていた時に，同じ経営学科の Home Room（ドイツ語選択）仲間のひとりであっ
た広瀬義州君（後に，早稲田大学教授。2016 年に 66 歳で逝去された）に大学正門前で遭遇し簿記の習得
に誘われて，私は約 3 カ月間，高田馬場にあった税経学院という簿記学校に通うこととした。これが簿記・
会計の道に入る切っ掛けとなった。私は大学キャンパスではなく，昼前から簿記学校に通い出し，空いてい
る教室に入って問題を解いた。11 月，日商簿記検定 3 級を受験，満点を取得した。大学当局は 11 月に機
動隊を入れて建物・教室を封鎖していたバリケードを撤去。大学授業は 12 月中旬に再開され翌年 1 月末ま
で，さらに 3 月にも実施され，その下旬から 4 月上旬にかけて学年末の試験が行われた。

1970 年度，2 年次の授業は試験終了後直ちに開始された。経済学部のゼミ募集も同時に行われたので，
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私は研究会の三期上の先輩，船本修三さん（後に，大阪学院大学の教授）と同じ会計学の品田誠平ゼミに入っ
た。日商簿記検定試験の方は，4 月から外部にある簿記学校の工業簿記講座を受講し（商業簿記は独力），6
月に 2 級を受験。満点で合格したので，約 10 ケ月間で日商簿記検定 2 級を取得した。

2 年次は一般教養課程に含まれるが，希望すれば，専門ゼミだけは 2 年次から選択できたのである。そこ
で，品田ゼミに参加，当時における日本の支配的会計理論に係る初歩的知識を得ることができた。すなわち，
私は取得原価主義，配分，実現主義，費用収益対応の原則に基づいた，いわゆる伝統的な利益計算や会計原
則を学ぶことになった。この 1 年間のゼミでは「商法会計 対 証券取引法会計」が主たるテーマであった。
夏季，2 年および 3 年生の合同で野尻湖畔にてゼミ合宿を行って，「企業会計原則」に示される会計理論を
深く理解するために，木村重義『新版企業会計原則コンメンタール』（中央経済社，1965 年）を討議した。

当時では，池袋や東京にある大きな書店の「会計・税務」の棚に置いてあった，山下勝治『会計学一般理
論―決定版―』（千倉書房，1968 年），木内佳市『最新財務諸表論』（中央経済社，1969 年）などの本，お
よび並木俊守教授が書かれた商法会計等に関する解説書などを購入して，私は会計学を学び始めた。そのよ
うな過程で，企業会計原則の内容を理解して，静態論・動態論，すなわち商法会計・証券取引法会計の相違
点，そして企業会計原則のドクトリンや議論のある項目について学んだ。会計学の権威書のひとつであった
黒澤清『近代会計学』改訂増補版（千倉書房，1964 年）については当時，購入してはいたが，初学者には
難しく，書棚において時々参照するに留まった（4 年次になって，大学院入学試験を受ける前段階で改めて
読み込んだ）。

一方，所属する部に関しては，2 年次夏季，数年ぶりに全国学生経営学会（全国私学の経営学研究会が所
属）の全国大会が名古屋商科大学の日進キャンパスにおいて開催されたので，私は立教から一人参加した。
この時に早稲田大学の経営経済学会という研究会の主要メンバーと知り合い，9 月以降，学生経営学会の関
東部会の会合に出席し始め，また同部の部室に度々行き，組織論や経営意思決定論に係る研究方法や文献等
を聞き様々なことを学んだ。今思うと，大学紛争が去ってからは，かえって多忙なスケジュールを作って，
その中でゼミ・部活動と活発に動いていたように思われる。

2 年次の一般教養課程の枠のなかで受講した専門科目は，必修科目の経済学（マルクス経済学）の他，高
橋昭三教授が教える「経営財務論」の授業が印象に残る。私は常に教科書（先生の自著）を予習し，教壇の
近くにある前方の席に座って講義を聴き要点をノートに筆記，最終的に「秀」の評点を取った。講義内容は，
英国等の会社の起源や発展，新規公開株式（IPO）による創業者利得の論理や分析であったが，これは嬉しかっ
たと同時に自信に繋がった。

また 2 年次の部活動では，アメリカで主流となっていた経営意思決定論を学ぶ方向に傾斜・転換していっ
た。アメリカの経営学は当時，インターディッシプリナリー・アプローチという謳い文句で，経営に関して

「使えそうな」諸科学を寄せ集めていた。情報理論，コミュニケーション理論等を大いに活用し始めていた。
マルクス主義の考え方から資本主義社会にある経営体を「個別資本の論理」という単純な経済的視点から一
方的に批判するという学問から，プラグマティズム（実用主義）というアプローチを採用することこそ，実
践的な学問である筈の経営学であり，また会計学より血湧き肉躍る，面白味のある学問であると感じて，私
は経営学の研究に傾倒していった。また，当時は議論のなかによくマックス・ヴェーバーの理論が出てくる
ので，彼の指摘する官僚制，社会理論，および大塚久雄などの日本の経済学者が書いたヴェーバーの概説書
や日本訳の本を購入して読んだ。

3 年次に入って，専門科目で木村重義先生（非常勤講師）の「財務会計論」を選択して，1 年間，財務会
計を学んだが，講義の大部分はアメリカの損益計算論の解説と言った感じで，常に付随して「企業会計原則」
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の解説があったと思う。
この年度の品田ゼミは，基本的な資産・負債等々の会計特有の概念や本質，および測定問題について先生

からの説明が続きゼミ生は逐次よく質問をしたが，十分な理解に及ばず。アメリカにおけるアメリカ会計学
会（AAA）やアメリカ公認会計士協会（AICPA）が公表していた会計原則の規定内容を順次学んだのである。
加えて，比較的最近のこととして，先生は「基礎的会計理論」（ASOBAT）の解説を行ったわけであるが，
私は先生の解説に熱が入っていたように感じた。

一方，この頃日本でもコンピュータおよび情報ネットワークによる大量データ処理が進んできており，手
書きによる伝票会計からコンピュータに基づく迅速な会計処理システムの議論が進んでいた。その状況を踏
まえて先生は，ゼミ生の希望者に対してコンピュータ会計の実践的なサブゼミを設定されていた。私は機械
の操作時間や待ち時間などに時間を使うのは「浪費」のように思うとともに，所属する経営学研究会での組
織論，意思決定論の研究の方に注力することの方が重要であるという認識であったので，サブゼミは選択せ
ず。私は部長として経営学研究会を先導し，学生経営学会の関東部会での論文公表を見据えて，経営意思決
定論を深く学ぶことに重点をおいていた。経営意思決定論の起源は，一時，アメリカ経済界や学会の台風の
目であって，『経営行動』（Administrative Behavior）（訳者は二村敏子他，ダイヤモンド社，1965 年）等を
上梓したハーバート・サイモン（Herbert A. Simon）であった。1943 年，「経営組織での意思決定プロセス」
の研究で彼はシカゴ大学より博士号を取得していた。彼は政治学や組織論等の幅広い研究をもって，人間の
限定合理性と意思決定プロセスの研究をしていた（1978 年にはノーベル経済学賞を取得した）。

そのような状況下，武田隆二先生の『情報会計論』（中央経済社，1971 年）が書店に並んでいるのを発
見した。即刻購入して最初の頁から順次読んでいった。本書の内容の概略や会計の進化の方向性について，
私は概ね理解できたが，それまで学んできた会計研究の領域（すなわち，伝統的な制度会計）とは大いにか
け離れていると思う一方，斬新で「スマート」な学問と感じた。AAA が 1966 年に公表した，会計改革を
志向する報告書「基礎的会計理論」の略語「ASOBAT」，並びに，利用者志向のための最高位の情報規準で
ある「目的適合性」という用語だけが，強烈に頭に残った。

4 年次では，自校経済学部の授業で監査論等や品田ゼミのほか，経営学研究の三戸公ゼミにも参加した。
さらに，慶応大学の日吉キャンパスにも 4 月から通い出して，福岡正夫教授の経済学を学んだ（但し，学
費闘争が起きて，7 月授業は停止された）。また私は 3 年次の終盤には，会計学研究に軸足を戻しており，
研究の基礎固めとして，資格試験の日商簿記検定 1 級を 6 月，税理士試験を 8 月に受けた。そして，12 月，
税理士試験の簿記論のみ合格通知が届いた。

また，4 年次には AAA が 1966 年公表した ASOBAT の訳本（飯野利夫『基礎的会計理論』国元書房，
1969 年）が出版されていたので，原書とともに購入した。AAA の公表した会計原則論の原文と訳文全部を
私は初めて読んでみた。意思決定有用性の提唱に注目したわけであるが，私は経営学研究会で意思決定論を
研究を進めていたので，意思決定有用性というキー概念をみて，経営学（意思決定論）が大いに会計学に接
近して，会計がより技術的となり，極めて手段化され，意思決定論の世界に「飲み込まれる」感がした。要
は，簿記を中心とする伝統的会計の領域から，周辺科学である経済学，社会学，心理学，情報学等が活用さ
れて大いに会計学が拡張され，全く別の知識・技術体系になると直感したのであった。

リースのことに触れたい。大学学部時代では，リース，レンタルという言葉は既に巷に流布しており，ま
た日本リース（1998 年消滅）やオリエント・リース（現オリックス）という会社は既にかなり知られていた。
オリエント・リースの宮内義彦氏は米国に留学し，U.S. リーシング社にリース・ビジネスを学び，すでに『リー
スの知識』（日本経済新聞社，1970 年）という本を出して有名であった。これはファイナンス・リースを

グローバル会計研究6号-本文-03石井.indd   4 2025/05/26   11:46:37



5グローバル会計研究　第６号　2025 年３月

中心とした初心者向けの概説本であり，私の父の書棚にも置いてあった。私は経営学研究会に所属していた
ので，イトーヨーカ堂（1920 年開業，現在はセブン＆アイ・ホールディングスの子会社）が賃借（リース）
を多用して店舗展開を図り，売上高を飛躍的に拡大している有力会社であったことは理解していた。イトー
ヨーカ堂の池袋店が大学の近くにあったので様子を見に行ったところ，当時では店頭に多量の洋服の安価商
品が雑然と陳列されていた。当時では，「薄利多売」の典型的小売店商売という経営的な認識が残っただけ
であった。

2．大学院入学試験
4 年次の直前，1973 年 3 月に，私は経営学ではなく会計学を本格的に研究することに決めた。そして 6 月，

横浜国立大学大学院の受験に的を絞ったが，その入試は 9 月中旬にあった。大学生活全体では，私は会計
学（特に財務会計）よりも経営学（組織論および意思決定論）の方に時間を割いていたように思うが，会計
には複式簿記という確固たる計算システムがあり，またアメリカ会計学の改革の激しい動き，すなわち
AAA の公表した ASOBAT（あるいは情報会計）によって，会計の実践性の揺るぎない将来性を見たような
気になって，会計学（特に，財務会計）の研究の方に進むことにしたのであった。そこで，アメリカの会計
原則を研究しており，また日本の「企業会計原則」を黒澤清教授とともに解説している，新進気鋭の若杉明
教授に師事するのが良いだろうと考えて，横浜国大の大学院経営学研究科を受験することにした。

昨年度の試験では，専門科目の英語逐語訳の問題が出ていたので，私は会計学の分野としては，飯野利夫
先生が監訳された本『基礎的会計理論』（ASOBAT）とともに ASOBAT の原文を購入して，原文を日本文に
する訓練をしていった。また，会計学以外の学問，例えば，経済学の英文が出る可能性があるだろうと想定
して，Sweezy, M. Paul, The Theory of Capitalist Development, Principles of Maxian Political Economy, Oxford 
University Press, 1942 年を購入した。これは都留重人訳『資本主義発展の理論』の本を既に保有していた
ことも理由のひとつである。本書は近代経済学を含めて，経済・経営に関する専門用語があると判断した。
同時に，経済学と経営学の専門用語辞典を使って，重要な単語の定義や訳を確認した。その他，横浜国大以
外の大学の会計学の教授が執筆した当時の財務会計論に係るノートの作成をも実行した。

当日の試験問題については，専門科目の共通問題は簡単な経済・経営用語の説明が課された。専門の選択
問題は，「戦後の日本の株式会社の財務構造」を私は選んで解答した。

英文逐語訳の専門の問題は，昨年同様，長文が 2 問出題された。一つ目は「減価償却」，二つ目は，企業
の意思決定論にある専門用語「組織スラック」の箇所の文章が出題された。私はまず通読して，記述されて
いるテーマを即刻確認した。解答時間 2 時間の制限の下，約 10 分を残して，逐語訳は終了した。見直しで
残り時間 10 分を使い切って「達成感」を覚えた。試験の合否は英文逐語訳の出来栄えにあると想定してい
たので，私は昼食を経ての口頭試験に幾分余裕をもって臨んだ。口頭試験の面接官主任は，財務論を教える
森昭夫教授であった。森先生は私の学業成績が優良（3 年終了時，優 37 科目）であり，また全試験科目の
解答も的確であるとその場で明言された。

師走となって，私は経営学研究会の総括的活動として，研究会の機関誌の編集委員会を立ち上げた。3，
4 年ぶりの発刊であったと思う。「経営学とはどんな学問か」という拙稿を寄せた冊子を 1973 年 2 月に発
刊した。そして 3 月，取得単位数 178，優（秀を含む）42（50 科目履修）という成績を印して卒業式を迎
え，進学先と決まった横浜国大大学院での学究の道に愚直に邁進することを心に誓った。
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Ⅲ　大学院修士課程での研究

横浜国大の大学院修士課程に私が入ったのは 1973 年 4 月であった。入学一週間後に若杉明教授（1929
年生まれ。2024 年，享年 94 歳で逝去）に師事することが決まった。先生はまだ 44 の歳であったが，ア
メリカで形成されてきた会計基準の理論構造や役割を解明する『企業会計基準の構造』（実務詳報社，1966
年。後に『企業利益の測定基準』〈中央経済社，1985 年〉として再版）という本を上梓され，その自著を
学部の会計学ゼミで解説されていた。大学院での特論やゼミの履修は当然のこととして，私は院生では一人，
そのゼミに参加した。この学部ゼミでの本書解説を受講することにより，私は会計原則論とか基準論の領域
をしっかり理解できたと思っている。先生は，既にいろいろな領域で研究成果を次々と出しており，東大の
大学院を修了後 16 年経った段階で幾冊かの会計専門書を既に上梓していた。そして，当時の先生は，会計
原則論から人的資源会計という新領域に対し意欲的な研究を進めておられた。

最初のゼミは顔合わせであったが，2 回目のゼミからは，アメリカの Accounting Review という会計雑誌
に掲載された人的資源会計に関する論文を輪読した。雑誌『企業会計』（中央経済社）を読んでいたので，
そのようなアメリカ会計の動向を多少は知っていたが，私が大学院授業の開始時点から最先端の会計研究の
題目に触れるとともに，日本でその分野の研究者の一人に直々に教えを受けていることに感動した覚えがあ
る。1 年次の前期は，その論文の輪読にほぼ終始したように思うが，それ以前より先生は日本企業での人的
資産管理の実験的作業に係る研究会等に参加（一部指導）しており，ゼミが何回か延期されたこともあった。

若杉先生は『人的資源会計論』（森山書店，1973 年）を院生 5 人のために「著者割引」で購入した。先
生の話によれば，既に数年間にわたり，米国のミシガン大学が中心となっていた人間資産会計の研究にかな
り没頭し，雑誌や大学紀要に掲載して来た寄稿が蓄積されたので，一旦総括して，上梓したと語ったように
思われる。人的資源会計の領域については，その後，『人間資産会計』（ビジネス教育出版社，1979 年）と
いう共著書も出版している。若杉先生は最短でも約 10 年間（1970 年～ 1980 年），人的資源会計の研究に
大いに力を注いでいたように思われる。

大学院の 1 年次後期においては，Paton and Littleton, An Introduction to the Corporate Accounting, 1940
（中島省吾訳『会社会計基準序説』，森山書店，1970 年）が我々ゼミ生の研究対象として採択された。アメ
リカ会計学における損益計算論の代表的文献として原書を逐語訳づけして，その根本にある論理を議論した。
半期で 12 回程度の輪読では半分程度しか進まず，残りの頁は春休みの休暇中，3 日か 4 日集中して消化す
ることになった。

また，1 年次の後期，特論のひとつ，大藪俊哉助教授（当時）の『簿記特論』の下で「リース会計」の課
題が採り上げられた。大藪先生は帳簿組織の研究者，あるいは国家試験の税理士試験「簿記論」の試験委員
のひとりとして有名であった。大藪俊哉教授は，当時，脱税（または節税）手段のひとつであったリース取
引（特にセール・リースバック取引）でのリース料損金算入の適否について検討しており，その前にあるリー
ス取引の会計処理について研究中であった。先生は米国の John H. Myers（ノースウェスタン大学教授）が
執筆した会計調査研究書第 4 号「長期リースの会計報告」（1962 年）という多少厚目の調査書を既に分析
しており，我々院生とともにリースの会計処理を大いに討議することを目論んでおられた。リース契約には，
購入オプションがついていたり，その購入設定価格が市場価値であったり，名目価格＄1 であったり，また
更新（延長）オプションも付く場合も多く，リース契約の複雑性を知って研究意欲が湧いた。

2 年次には，埼玉大学から非常勤講師として来られた山口達良先生の原価会計論，横浜国大の専任であっ
た奥村悳一先生の企業の意思決定論および佐藤精一先生の線形計画法等による管理会計論などの特論を受け
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て，財務会計周辺の学問をも学んだ。
2 年次の若杉ゼミでは，多数の院生 1 年生がゼミに加入してきて，若杉先生が執筆された『人的資源会計

論』（森山書店，1973 年）をほぼ通期にわたり輪読した。特に人的資源の管理，測定の方法や実践可能性
について議論したことを記憶している。千葉県東金市の地で行われた夏休みゼミ合宿では，早朝に「海軍体
操」を励行した後，Corcoran『会計人のための基礎数学』（若杉敬明先生もからむ翻訳本）の数学を説明す
る導入部分の下訳作業をゼミ生全員で行ったことが，鮮明に記憶されている。

Ⅳ　修士論文―最初の本格的会計論文

横浜国大の大学院修士課程において 2 年間，主に米国の財務会計を研究してきた私は，1975 年 4 月に 3
年次となり，修士論文の計画書を若杉先生に提出した。論文のテーマは，当時，日米のビジネス界や会計界，
さらに法人課税において激しい論争が展開されていたリースに焦点をあてた「リースに関する会計処理及び
財務諸表の表示方法の考察」と定めた。なぜこの課題を修士論文のテーマとしたのか？　まずここから話を
始めたい。

このテーマの背景には，既に述べたように，院生 1 年次に受講した「簿記特論」があった。簿記特論の
担当者，大藪俊哉教授（「沼田簿記」で有名であった沼田嘉穂教授の愛弟子）は，当時，税務会計を研究し
ており，脱税（または節税）手段のひとつであったリース費用等（特にセール・リースバック取引）の損金
算入の適否について検討，その前段にあるリース取引の会計処理について研究中であった。先生は米国の
John H. Myers（ノースウェスタン大学教授）が執筆した会計調査研究書第 4 号「長期リースの会計報告」

（1962 年）の討論を履習者に提案された。
1 回目の特論では先生自ら，リース・スキーム，会計諸概念や論点等を講義された。その後半年間，受講

者 5 人で各自の担当箇所を決めて全頁を輪読した。その時の授業の印象が強く残り，私はリース会計の論
理や課題について本格的に研究を深めてみたいと思って，3 年次の春，自らの修士論文のテーマとしてリー
ス会計を定めたのであった。1970 年代前半，米国では多くの特定取引に関する個別の会計基準が一応設定
され続けていた一方，日本では「企業会計原則」という企業会計全般に対する諸原則のみが公表されている
状態にあった。リース取引のような複雑で論争のある取引に係る会計基準は，米国では 1940 年後半より一
応は設定されていたが，1970 年初頭の日本ではその直近に公表された簡単な連結会計原則しか設定されて
いない状況にあった。

そこで，私の論文は，当時での米国・日本の両国におけるリース取引の概要を明らかにした後，リース契
約のレシー側（物件利用者）のオフバランス状況の問題点，およびリースの当事者であるレシーとレサー（主
にリース会社）の両方の観点から，リース取引の経済的実質という考え方から，規範的な会計処理および財
務諸表での表示方法を検討し提案することを目論むものであった。

まず，リースの全体像や契約内容を知るために，5 月より文献収集に着手した。日本での市販本，宮内義
彦（当時，オリエント・リース社長）『リースの知識』，および庄政志『リースの実務知識』を読むと，リー
スの基本的要素やスキーム，利用者の利点，金融の長所，法律上の問題点等が詳しく語られていた一方，「リー
スのオフバランス効果」については利用者の観点からの長所が説明されており，またアメリカでのリース会
計処理方法の詳しい説明はほとんどなかった。そこで，会計問題については横浜国大の附属図書館に入り，
リースに関連する日米の会計雑誌論文をコピー，または横浜国大経由で他大学の図書館からリースに関する
論文コピーを取得し読み始めた。
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また会計と密接に関係するリースの税務問題については，リースに関係する法人税関係の通達や判例を参
照することとなり，それらは横浜国大の図書館で直ぐに取得することができた。

1975 年 8 月中旬以降，私は日本のリース事業および会計実務の実態を調べるために，聴取による調査を
開始した。まず通商産業省（現経済産業省）が指導するリース事業協会（1971 年創設）という同業者団体（社
団法人）を訪問した。当時，協会の理事長（非常勤）はオリエント・リース（現オリックス）の社長が就任
されていたが，常勤幹部には堀田禎輔さん（既に故人）という通産省 OB の方が就いており，精力的に業界
を指導していた。当時の日本のリース業は，年々リース資産残高の増加を示している最先端の業界であった。
先発会社で有名なオリエント・リースは 1964 年設立，日本リース・インターナショナル（日本リース）は
1963 年の設立であり，先発であっても創業後約 10 年ほどの産業会社に過ぎず，その頃認知され始めた業
界分野であった（因みに，私が 1983 年に出向した東銀リースは 1979 年 10 月に設立された）。

協会事務所は，新橋駅から徒歩 5 分程の森ビルの 1 階にあった。そこを訪問すると，堀田さんが出てこ
られて事業協会にある種々の資料を閲覧させてくれた。協会は会員名簿の他，毎月協会報も出しており，私
にそれらを無料で提供してくれた。私が横浜国大大学院でリース会計について研究中で，論文を執筆するた
めに伺ったと言うと，同氏は即刻私に小一時間，日米のリースおよびその会計基準の検討状況，および日本
のリースに係る税務通達についてレクチャーをしてくれた。加えて，当時，公表予定であったリース会社の
標準財務諸表の素案をも提供してくれた。私は同氏と会うことができ，急に論文作成への大きな展望が見え
てきて，ある種「冒険者」としての意識が湧いてきたという記憶がある。

次に，9 月，リース会計実務の実態調査に着手した。会計分野でのフィールド・ワークはあまり行われて
いない時代であった時，私は実地の会計調査はリース会計研究では必至とみて実務調査に踏み込んだ。リー
ス事業協会から貰った会員名簿から，私は資本金額，資本系列，従業員数等の指標でもって，業務が活発そ
うで大規模なリース会社を選び出した。訪問した会社は，オリエント・リース（上場会社），日本リース（既
に消滅），昭和リース，三井物産リース事業部（現 JA 三井リース），東京リース（2009 年，センチュリー・
リーシング・システム（CLS，上場会社）と合併。現東京センチュリーリース），興銀リース（現みずほリー
ス），CLS（2009 年，東京リースと合併。現東京センチュリーリース）の計 7 社であった。リース会社は貸
手（レサー）に該当するので，リースの契約内容や条件を詳しく知っており，実態調査は借手（レシー）で
はなく貸手となる。リースと割賦購入との比較，ハイヤー・パーチェス契約，購入オプション，更新オプショ
ンの条件の現状を確認できる点，またレシーとレサーの会計処理の状況を聞くのにより適していた。

当時の日本のリース会社は，すべてオペレーティング法「営業利益＝リース料収入―リース資産減価償却
費」により損益計算を行っていると想定されていたが，それに加えて，オリエント・リースと CLS との面
談によって，この 2 社だけが，リース取引を金融の一手法と位置づけて「営業利益＝利息収入―資金原価」
と損益計算する，米国式のファイナンス法による損益計算を同時平行的に行っていることを発見した。

当時の一般的会計理論によれば，機械設備等のリース物件の所有権はリース会社にある点で，貸借対照表
へのリース資産計上が「貸与資産」という科目でリース会社の側で行われ，リース使用者の貸借対照表には
資産は何ら載らないので，「オフバランス」となり，それに伴い，物件使用者の実質負債たるリース料支払
義務が非計上となっていた（これが株主等の投資者が，リースを多用する企業の財務諸表を誤って判断する
可能性をもたらすものとなる）。当時，リース会社 2 社だけが，リース事業の営業損益の実態を表すファイ
ナンス法での財務諸表を作成，その財務諸表の方を重視していたのであった。

世界貿易センタービルにオフィスがあった CLS を訪問した時，私は同社の応接室で財務部長と経理部長
を前に 1 時間以上，同社のリース会計処理について質疑応答を繰り返した。午後 5 時を回った時，同ビル
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のたしか 2 階にあった寿司屋に場所を替えて，議論を続行した。結局，寿司屋に 1 時間程，居て食事しな
がらの懇談となったのである。すると，同社の財務部長が「今すぐにでもわが社に来ないか」とリクルート
されそうになったのである。その場で丁重にお断りしたが，私は全く悪い気は起きず。今となっては，良き

「思い出」となっている。
10 月，私は種々の質問事項が出てきたので，リース事業協会に立ち寄った。その時，ちょうど米国財務

会計基準審議会（FASB）が発行したばかりのリース基準公開草案が協会に到着していたのである。堀田さ
ん が 米 国 の リ ー ス 事 業 団 体，Equipment Leasing Association（ 現 在 は，Equipment Leasing ＆ Finance 
Association）から航空便で送らせていたのであった。そこで，私に「リース基準公開草案（1975 年 8 月
26 日公表）が到着したばかりで，即刻ここでコピーを取って持ち帰るように」と勧めてくれた。有難く，
私はコピーして帰宅，逐語訳を開始した。用語や難解な箇所が多数あったが，調査を重ねることにより，リー
ス・スキームや会計基準の細部が以前より一層明らかになっていった。

この公開草案のアプローチおよびキー概念に対して批判的分析を加えることにより，リースに対する凡そ
あるべき会計処理や財務諸表の表示方法の提案につながり，修士論文の骨子となっていった。後日談となる
が，この公開草案は一部変更されて 1976 年 7 月に再度公開草案（改訂草案）として提示され，最終的に
は 1976 年 11 月，米国会計基準書第 13 号「リース会計」として成立，それ以降，包括的な基準として世
界的な広がりで長期間にわたりリース取引に適用されていった（その後，リース資産・リース負債が非計上
となる潜脱手法が短期間に編み出されたが）。

修士課程でのリース研究において重要な基礎となった 3 つの文献を言えば，1962 年の AICPA・会計調査
研究第 4 号『財務諸表におけるリースの会計表示』（ARS4），1964 年の AICPA・会計原則審議会第 5 号『レ
シーの財務諸表におけるリースの報告』（APBO5），および FASB・SFAS 第 13 号『リース会計』にほぼ結び
ついた，私が考察した 1975 年 8 月公表のリース基準公開草案（第 1 号）であった。

1975 年 11 月，私は若杉先生に修士論文の中間報告を行った。その後，約 1 か月半にわたり大学図書館
に行く以外，自宅に籠って 4 百字詰め原稿に向かって執筆を重ね，年末に約 6 万字かに及ぶ論文の脱稿に
漕ぎ着けた。翌年 1 月初めからは，最終稿の清書を行って，横浜国大大学院に最終期限の 1 月 10 日の前日
かに，私は修士論文三部の他，数頁に渡る要約文を提出した。

そして，論文提出から数日後，監査法人に就職が決まったばかりの経営学部 4 年生の学生から，東京銀
行（現三菱 UFJ 銀行）から本年 4 月から勤務する定時の新入行員の追加募集の話があるとの連絡が突然入る。
連絡を受けた翌々日，私は東銀本店人事部に出向いた。東銀人事部の採用担当主幹からは，昨年末に決まっ
た入行決定者のうち 5 人程が大蔵省等の官庁に抜けるので，補充する可能性があるが，採用は本人次第と
の説明があった。私は即日 3 回の個別面接，および公務員試験のような学力検査を受けた。その約 1 週間後，
人事部長との面談があり，私の採用が決定した。大学院の方は，2 月上旬の修士論文の口頭試験を合格し，
3 月中旬，取得単位 34，全優の学業成績をもって横浜国大の修士学位を取得した。

Ⅴ　実務経験時代における会計との接触

私は，上述したように，横浜国立大学大学院の修士課程を修了して直ちに，1976 年 4 月より総合職とし
て東京銀行に定時入行，銀行員として勤務した。入行後の数年間は，預金債券・為替手形・送金・外国為替
等々の銀行基本業務の補助的な仕事をこなした。そして約 3 年が経過して，外部の顧客に直接接触する営
業（業務推進）の仕事に就いた。私の場合，人事部が私の修士論文のテーマがリース会計で，リースに係る
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法律・金融・会計のことを理解しているとみて，その後リース業務に関係がある部署に異動させていったよ
うに思っている。

ここからは，できるだけ簡潔に会計全般，外貨換算，デリバティブおよびリース会計に関係があると思わ
れる，私が就いた業務について記述することとしたい。

1976 年 10 月，私は集中事務本部にある，手形交換業務や債券償却業務等を扱う業務センターから本店
営業部の債券課に異動した。債券課の後，翌年の 1977 年，総勢 60 人もいる輸出課に異動した。その直後，
77 年度に入行し同じ本店営業部に配属されてきた，1 期下の東大経済学部小宮隆太郎教授のゼミ出身者で
あった 1 年後輩が，金融や銀行を主たるテーマとした勉強会（午後 5 時半から 2 時間）を開くので，私に
参加を打診してきた。入行後，個人的な興味から，私はアメリカの外貨換算会計（テンポラル法）の基準書
を翻訳したり，また横浜正金や東銀に奉職され，当時外為会計の第一人者であった宮田達郎氏の著書，『外
国為替の計理』および『外貨建取引等会計処理基準十講』を購入して勉強していたので，外貨換算会計およ
び銀行為替会計について 2 回にわたりこの勉強会で報告をしたことがあった（このことは，後にデリバティ
ブ会計の勉強に繋がった）。

入行 5 年目の 1981 年 5 月，私は本店営業部の貸付課に異動した。当時私が所属した貸付 2 課は，日本
航空，全日空，商船三井，川崎汽船など，重厚長大産業に属する企業を担当，1973 年に入行した先輩が主
担で，私は副担として貸付や為替業務を推進した。約 1 年の担当期間であったが，この時，航空機リース，
あるいは海外での大型ガントリー・クレーンや半導体製造設備のリース等の案件の稟議書を書いた。英文契
約書などを読んで案件のスキーム・条件を詳しく知ることになり，関係する当事者の保証に類似する書類の
交付など理解した。

次いで，1983 年，本店営業部から本部の営業企画部の国際財務開発室に異動した。国際財務開発室はそ
の時点，新規に立ち上った金融アドバイス支援グループで，米国の投資銀行のような業務を模範とし，それ
を日本で展開することを目指したのである。日本企業の海外進出をはじめとして，トヨタの米国現地法人の
設立，工場設置等や多数の海外会社の買収アドバイスや斡旋を実行した。私は，国際財務開発室のなかで，
英国リースおよび米国リースの金融スキームの審査，日本各社へのリース金融（大型レバリッジド・リースー
エクイティ参加者が複数―を含む）の斡旋を行った。当時，米国はレーガン政権の下でリースを使った巨額
の減税政策を実行していたので，その解説冊子を作成して頒布したり，また米国現地法人の半導体製造機械
の導入に際して，東銀の加州現地銀行が供与するリース金融を斡旋したこともあった。この国際財務開発室
は「頭脳集団」とも言われていて，1 年半ほどの勤務であったが，業務の性質から英文の契約書や金融・税
務規定を常時読むことになったため，私は米国のリースについてはかなり詳しい知見をもつに至った。

国際財務開発室からは，1983 年 11 月に東銀リース本社に出向した。東銀リースは，日本の銀行系リー
ス会社としては後発の部類に入り，当時まだ 4 年ほどの社歴であったが，海外リース債権残高では上位ク
ラスに位置していただろう。私は本社国際部に 2 ヶ月勤務して経理や国際金融業務の研修を受けた後，
1983 年年末に東銀リース香港現法に異動した。東銀リース香港は，香港地場案件のほか，中国本土の案件
や欧州の船舶案件も手掛けていて，通常はリース契約と名称されていても，期間満了時に名目価格で購入で
きるオプションをつけており，実質割賦販売契約であった。この赴任（出向）は，1983 年年末から 1987
年夏までにわたり，私の勤務期間の約 60% は，香港ベースの船舶運航大会社二社に対する巨額な債権の回収・
切捨て交渉や債権者会議に費やされた。債権者会議といっても運営企画を担当する，例えば米国リーマン・
ブラザースが主たる幹事会社としてリードする。そして，会議は計数十回にも及んで，香港が多かったが，
東京でも 2 回か開かれたのである。1986 年末，債権の回収は，デッド・エクイティ・スワップという方式
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にて実行されて，債権者の保有する無担保債権の大部分（恐らく 70% 程度）が切り捨てられ，その残額が
同社が新規発行した株券に変わった。

Ⅵ　銀行勤務終盤において理解した会計学の発展

1992 年 12 月，私はフィリピン現地銀行，Pilipinas Bank の Senior Vice President としてマニラに派遣
された。同行は Santos 財閥の支配下にあって，同国内では Prudential Bank という大きな銀行をも過半数
所有していた。フィリピン銀行法には外資制限の規定があって，Pilipinas Bank への東銀出資率は 25％であっ
た。私の職務は日本デスクの統括で，東銀のネットワークを背景に，東銀本部および東銀マニラ支店との連
携を基礎として，同行の営業推進の業務を担った。東銀マニラ支店の次長を兼任していたが，常に私の身体
は Pilipinas Bank にあり，秘書付きのオフィスにいて主に与信に係る案件に署名していた。そこでは，同行
の会長および頭取との協議や折衝，あるいは取締役会への出席，日系企業への与信等の判定，現地誘致工場
の案内等に時間が費やされた。

この時代，実は若杉明『グローバリゼーションの財務・会計戦略』（ビジネ教育出版社，1994 年）の出
版企画の下，若杉先生に執筆を頼まれた拙稿「為替リスク管理」（15 千字程）のゲラ刷り原稿を冷房がきか
ない部屋で汗をかきながら校正したことがある。東銀で培った為替業務のリスク管理（一部は会計課題）に
関する実務的知識をまとめたものであった。日本の出版社からゲラ刷り原稿が国際郵便で送られてきたのを，
2 週間程かけてチェックして，1993 年 7 月かに日本に最終稿として送付したように思う。本は翌年になっ
て出版された。

フィリピンでの業務は全くリースとは関係なく，関税が優遇された特別加工用地が設置されたルソン島内
での工場誘致業務や輸出入に係わる与信などが多かったが，日系企業の工場がセブ島やマクタン島にもあっ
て，私は時々出張していた。かなり積極的な業務推進をしていた折，自分の肩に鈍い痛みを感じたので，
1993 年 8 月，日本に出張して病院で検査を受けた。その結果，慢性リウマチに罹患したことが判明して，
急遽 Pilipinas の職務を辞任することに決定した。しかし一旦，マニラに戻らざるを得ず。その 2 カ月後，
私の後任が決まりフィリピンに赴任してきて引継ぎが完了した 1993 年 10 月に私は東銀本部に帰任した。

Pilipinas Bank から帰国して，私は発症した関節リウマチの療養に入った。5 ケ月近く東京の自宅や酒田
市で療養したが身体状況は回復に向かわず。有給休暇が切れる直前，私は銀行の伝統的為替業務の発展形態
を目指す一部門であったグローバル・サービス・バンキング部（GSB）に 1994 年 3 月に制限勤務付きで復
帰した。企画グループに所属して，出勤しながら徐々に健康が回復するのを待った。

その頃の日本の会計界では，金融商品に関するオフバランス項目の計上，および時価会計の導入議論が沸
騰していた。元の古巣に復帰し，GSB 企画課でのスタッフとしての銀行生活に慣れた頃，私はまた会計学の
動向を知りたくなって，中央経済社の会計雑誌『企業会計』や日本公認会計士協会の雑誌『JICPA ジャーナ
ル』の購読を始めた。

1．経済のグローバル化とオフバランス項目に関する会計
上述したように，帰国後，私は慢性リウマチの治療に入り，1 年間強は雌伏の時期を過ごすことになる。

GSB の企画課に着任して，私は外為業務の総合的な仕事に携わったが，この間は主に書記的・補助的な仕事
を担当した。この部署では対外的に顧客に接触せず，経済，会計および為替関係の書籍を読むことが許容さ
れた。そして，GSB に勤務し始めて 1 年後，突然，東銀と三菱銀行との対等合併合意が公表されたのである。
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私の属する企画グループは，統合の準備作業の立案に携わることになり，三菱側との再三にわたる打合わせ
に基づいて，1996 年 4 月に三菱銀行側の外為業務等の事務移行作業を導いた。この合併の背景には，
1996 年 11 月に公表された「金融システム改革＝日本版ビッグバン構想」，すなわち銀行・証券・保険の 3
分野を対象とした大改革の実施の前に，唯一の外国為替専門銀行であった東銀の独特な立場や資金調達課題
等の解決が暗に含まれていたように思われる。

そして，バブル経済崩壊後の経済低迷が続いた日本では，世界的な金融市場や証券市場開放の潮流が日本
に押し寄せてきており，自国の証券市場に対する種々の指導監督あるいは変革の必要性が生じていた。特に，
金融商品の開発や売買の動きが拡大されて，従来の製造企業における棚卸商品を中心とした伝統的な会計シ
ステムの問題領域に，新たに持合株式やデリバティブ商品に係る会計問題が加わってきていた。デリバティ
ブ商品については，リース取引同様，オフバランス扱いとなっており，また期末にデリバティブ損益が損益
調整の手段として作為的に計上されるという問題が指摘された。無論，日本企業のグローバルな海外現地進
出や外貨建取引もより増大してきており，為替予約の他，オプションが大いに締結されたり，国際的に比較
可能性ある連結財務諸表の作成が大企業に対して大いに要求されるようになってきていた。

その頃（1996 年に入って），私の健康状態も大分回復してきていたので，平日の夜および土曜・日曜日
に研究活動を徐々に本格化させていった。銀行に勤務していることもあって，私はオフバランス扱いとなっ
ている金融商品の会計に興味がそそられ，原価評価・実現収益という伝統的会計のなかに，そのような項目
については時価評価を組み入れるしかないと感じ，その領域を研究したいという気持ちをもったのであった。
そこで，「金融商品の時価評価」に関する論文を書くことに決めて，米国の会計の教科書や財務分析の本を
購入し始めた。それらは，アメリカ中級会計テキスト，Kieso and Weygandt, Intermediate Accounting, 
Eighth Edition, 1995 年，および財務分析の本，White, Sondhi, and Fried, The Analysis and Use of Financial 
Statements, John Wiley & Sons, Inc., 1994 年であった。両書とも極めて大部の本であったが，私としてはア
メリカの会計基準の組み立てや個別の基準の詳細，あるいは財務分析の細かな実務や投資の判断がどのよう
になされている等をこの 2 冊を読み始めたことによりかなり知ることになった。

1996 年の後半では，外貨建取引およびオプション等のデリバティブ会計の最新の会計処理方法について
は，Pahler，Arnold J. & Joseph E. Mori, Advanced Accounting, 5th. Edition, Prentice-Hall を購入し，翻訳
して理解していった。この頃研究し始めたデリバティブを含む金融商品に係る基本的な努力は，その後，若
杉先生の古希の祝いの出版企画，『コーポレートガバナンスと企業会計』（ビジネス教育出版社，1999 年）
のなかに掲載された，「金融商品の時価評価―デリバティブを中心とする測定課題の考察」という拙稿に結
び付くことになった。

2．かつて読んだ本の再読
GSB 勤務時代，療養により体力が戻り始めてから，私は帰宅後の余裕時間が生じ，かつての学部・大学院

時代に読んで赤線を引いた会計学の本を，いつの間にか屋根裏部屋の本棚から引きずり出して読み出した。
馴染みのある古本の再読を始めたのである。本格的に研究を始める前，基礎の踏み固めをしようとした。実
際のところ，銀行業務のことで脳内が支配されているのを「洗い替え」するようなものであった。例えば，
黒澤清『近代会計学』（春秋社），嶌村剛夫『資産会計論』（中央経済社），染谷恭次郎『現代財務会計』（中
央経済社）などを再読した。結果，学部時代より理解の範囲は広がり，以前良く分からなかった箇所が分か
るようになったが，依然として良く分からない部分が残ることが分かった。特殊な例としては，内川菊義『企
業会計原則の基礎理論』（森山書店，初版 3 版，1990 年）を再読したことであろう。企業会計原則と商法
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計算規定との対比が熱烈に記述分析されている点で，自らの学部時代での勉学内容（簡単に言うと，原価・
実現による損益計算重視の近代会計学）を思い起こさせると同時に，90 年代となり拡張された会計学の内
容との比較をなすために意義があった。

そして，私の慢性リウマチが大分軽減してきた頃（1996 年頃か），学生時代に読んだ本の再読は，自然
に中止された。それは，会計学の最先端ではどのような会計が議論されているかに私の興味が移っていった
ために，再読ではなく最新の出版本を読むことに切り替わっていった。さらに 1999 年頃になって，日本の
伝統的な会計理論の枠組みのなかに，ディスクロージャー情報としての時価情報等を会計理論体系の中に明
確に位置づけていた，井上良二『新財務諸表論』（税務経理協会，1999 年）などの本を読むことになって，
遅ればせながら私としては，現代会計の利益計算構造や財務報告の拡張に関する理解が進んでいったように
思われる。

3．日本でのリース会計基準の設定
マニラから 1993 年 10 月に帰国すると，我が国最初のリース会計基準，「リース取引に係る会計基準に

関する意見書」が大蔵省の諮問機関であった企業会計審議会から同年 5 月に公表（日本公認会計士協会が
公表する実務指針は翌年 1 月に公表）されていた。私は会計雑誌かで暫くして知った。

その時，私は長期にわたる議論の末決まった 1976 年公表の米国基準 SFAS13 と同じ考え方およびルール
が導入されたのだろうと想定したが，「例外処理」という抜け道が付いていた。「日本で初めての米国型で本
格的な会計基準であった」とはいえ，表面的にほぼ同じように見えても，実質的な導入効果は大いに相違し
ており，私は逆に，呆然落胆した。加えて，会計基準の適用するまでの時間がかなり長いことも加わった。
さらに言えば，基準はオンバランスの対象となる，肝心要のファイナンス・リースを，日本の基準では「所
有権移転」と「所有権移転外」に分け，所有権移転外に分類されたファイナンス・リースについては，注記
条件を満たせば借手（レシー）の賃借処理が認められていた。それでは，普通一般に利用されているファイ
ナンス・リースは，従来同様に賃貸借処理され，注記されて金額表示等で終わるだけであると考えた（数年
後，本基準が適用されたわけであるが，リースを利用する 99％の上場会社の会計処理は賃貸借処理を継続し，
注記開示を行う対応となった）。まさに，投資家目線で基準が設定されても，会計処理を行う企業としては
自らの利害や経済的影響を判断して基準の趣旨を「骨抜きした」のである。私が帰国して約 2 年後に出版
された，新井清光・北村吉弘編著『リース会計と実務』（税務経理協会，1995 年）を購入してみると，総
論第 1 章の次に第 2 章「リース会計の問題点」が設けられており，そこに当時の国税庁を代表される方の
意見が，財務諸表の作成者（企業）の代表であった逆瀬氏とともに，長々と語られていた。私はその文章（主
に税制の立場）を読んで「合点」がいった。

また，アメリカの SFAS13 の設定が 1976 年であったことを考えると，20 年近くも経過して適用した日
本のリース会計基準であったうえに，実効性のない基準設定となったのである。リース利用企業の「例外処
理」が 2007 年のリース会計基準の設定（ファイナンス・リースの B／S 計上の強制化）まで続いたため，
米国や欧州の会計界や証券界に対して恥ずかしい基準設定や対応状況のひとつであったと言えるだろう。

4．国際会計基準
国際会計基準の研究の始まりについては，マニラから帰国した直後，プライベート・エクイティ関係の会

社創設の祝賀会に参加した時，元国際会計基準委員会日本代表であられた公認会計士の徳永忠昭氏（CPA）
のご講演を拝聴したことが発端となった。そこで，JICPA ジャーナルを定期購読し始めたことにより私の理
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解は徐々に深まっていった。しかし，その必要性や将来における世界規模での適用の可能性については，白
鳥栄一氏の講演を聴くまではピンと感ぜず，よって確固たる研究意識はなかったのである。

白鳥栄一氏は，1934 年生まれ，1974 年アーサーアンダーセン日本事務所長，1993 年 1 月国際会計基
準委員会議長，さらに中央大学商学部の教授となり，1996 年か 1997 年の某日に，同氏が都心のホテルで「国
際会計基準の現状」に関するご講演をされた。その講演での白鳥氏の説得力ある説明を聴いた時，私は初め
て（遅まきながら）国際会計基準の日本での適用可能性を感得した。それ以降，特に外貨換算会計や連結会
計について興味があったので，私は国際会計論や国際会計基準に係る外国の文献（博士論文など）を購入し
始めて読み始めた。

公認会計士の世界的団体である国際会計基準委員会（IASC）は 1973 年に設立され，国際会計基準を順
次設定しており，1993 年には一応，一組の会計基準体系を構築していたが，さらにアメリカの証券取引委
員会（SEC）が主導する証券市場規制団体（IOSCO）が要請する「コア会計基準」の構築に向って鋭意努力
を重ねていた。

また，米国公認財務アナリスト（CFA）団体を中核とする証券投資関係団体の動きが活発化しており，
AIMR（Association for Investment Management and Research）が 1993 年，『21 世紀の財務報告』（Financial 
Accounting Policy Committee, Financial Reporting in the 1990s and Beyond. 1993）に集約的な意見を公表し
ていた。AIMR は財務諸表利用者を代表する団体であり，この団体が，新規にオンバランスすべき会計項目
や開示すべき項目を示しており，私はこの団体が IASC に対して大いに圧力を加えてきたのだろうとこの頃
に理解したのである。

なお，IASC はリースに関する国際会計基準については，米国の基準である SFAS13 にほぼ匹敵するリー
ス基準，IAS17「リース基準」を日本の会計基準の設定よりかなり前の 1982 年に策定していた。

Ⅶ　銀行関係会社時代における会計観転換の認識

1．関係会社での活動（前半，2000 年頃まで）
1996 年頃，若杉先生主宰の企業会計研究会が会計学や商法の先生，および会計等の実務家等を集めて横

浜国立大学の教室を使って年 4 回ぐらい開かれているのをお聞きして，私は研究会に参加することにした。
大日方隆先生が東大の大学院を修了して，財務会計担当の助教授として来ておられ，その研究会に出席され
ていた。それに参加することにより，私は大学院の同期生等から有り難い示唆や忠言を受けて，大学の会計
学関係の大学教師になることを決断した。

既に述べたように，東銀・三菱の合併は比較的短期間のうちに，国内外の金融業務や会計システムの統合
化が粛々と行われ，合併後 2 週間程は大いに業務負担が生じたが，それ以降，銀行業務が安定化していった。

1997 年 6 月になって私は，東銀の GSB から，シンク・タンクの要素があった東銀リサーチインターナショ
ナル（TRI）の業務部に着任，後に情報事業部の主任研究員として出講したり，調査報告書を作成していった。
当時の日本は「金融ビックバン」と呼称された，大規模な金融制度改革の実施プロセスに入っていたのであ
る。私の異動直前の 1997 年 3 月に外為法改正法案が公表され，そして 1998 年 4 月には様々で大規模な
金融制度改革が施行され，銀行はまた大きな対応に迫られていたのである。一方，TRI は銀行法の拘束がそ
のまま及ばず比較的自由な経営を営んでおり，さらに研究機関という性格もあって私にとってはまたとない
研究活動拠点となったのである。

TRI に異動して直ぐに私は，日本貿易振興機構 JETRO（経済産業省所管）本部の建物に出向いて，当時の
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東銀貿易相談所長とともに，外為法改正の解説の一部として，私はネッティングや会計等について初講義を
行った。その後も，続々と半年間はいろいろな財団法人や民間企業からの要請があって出講することになっ
た。1998 年 3 月，私は広島商工会議所にも出講した。この時は通産省の担当官も参加し，参加企業との間
に 3 時間にも及ぶ質疑応答が展開された。

JETRO に次いで，TRI 大阪支社から「外貨建取引会計」等の講義を大阪国税局の法人税徴収官相手に実施
した。外為法の改正の動きは税務業務にも大いに刺激を与えることになったのである。次に同じ大阪支社よ
り「デリバティブ会計」の連続的な講義の要望があり，「外貨決済」や「ヘッジ会計」に焦点をあてた講義
のために，私の大阪出張は約 2 年間にわたり続いた。加えて，大阪の他，関東信越，熊本，仙台などの地
方国税局にも出向き，同様の講義を繰り返し行った。地方銀行や銀行協会などにも出講して，デリバティブ
会計や連結などの講義も行った。外為法改正に係る出講の次は，1999 年になって日本で初めて作成される
こととなった「連結キャッシュ・フロー計算書」の講義である。八十二銀行（長野）に 2 度行って，2 度と
も朝から夕刻まで日 3 回の講義を行って，作成法を解説したことが忘れ難いこととなった。

TRI ではいろいろな出版物にも関係した。TRI は『最新ビッグバン』という本を金融ビッグバンが始まる前，
1998 年に上梓した（私は「ネッティング」他について寄稿）。TRI はさらに『続ビッグバン』という続編も
上梓し私は「会計ビックバン」の解説に注力した。また，1998 年後半には，私の単著『外為規制緩和に伴
う外貨建取引会計』を上梓した。税務処理の執筆箇所に関しては，トウマツ監査法人（勝島税理士法人）に
原稿を確認してもらった。

その後，金融商品会計に係る実務指針の策定に関わったトウマツの公認会計士 2 人（荻茂生氏と堀川等氏）
と『金融商品の会計』を共同で執筆して TRI として出版した。この本は TRI 会員の企業約 300 社を超えて，
かなりの受注を受けた。

1999 年になって情報事業部に異動した。そして，2000 年度からは，私は公開講座に加えて調査業務に
も携わっていった。例えば，日本企業の海外進出関連として中小企業庁に『アセアン諸国の会計制度』の報
告書を提出したり，日本証券研究所の研究員の方々と組んで福岡や札幌にも出張，実地調査を遂行して「ベ
ンチャー企業の資金調達課題」の調査書の一部を作成したり，また輸銀（現国際協力銀行）の依頼で，中国
四大商業銀行の経営分析を実施したりした。

一方，TRI が開催したロシア研修において企業経営分析の講義を担当した。1997 年からサンクト・ペテ
ルブルグからロシア人の幹部候補研修生が訪日，凡そ 2 週間日本に滞在した。1996 年 4 月，橋本龍太郎・
エリツェン会談はロシアとの通商や 4 島返還が目論まれ，当時の頭取・高垣さんの力で社団法人・ロシア
東欧貿易会（現ロシアＮＳ貿易会）の依頼からこの研修は始まった。TRI は主に経済専門家の研修生を受け
入れた。私は約 3 年間にわたり主に経営分析の講師を担ったのだが，国際研修事業部の部長が，ロシア人
で日本語堪能なゲラシモフ氏（米国 MBA 取得）をモデレーターとして起用したことから活発な質疑応答が
起きて，講座は常に盛況のうちに幕を閉じた。

2．会計研究動向の探求と対応
1997 年以降の TRI 勤務となった段階で私は，会計ビッグバンの時に公表された会計の参考書のほか，近

時の会計研究の動きを的確に学べるような本や専門雑誌がないか，いろいろな文献を購入し出した。そのな
かで読んで知見を得るに至った，特に印象に残った文献だけを挙げるとすると以下のものがあった。

例えば，日本の商法会計の理論構造を徹底的に究明した，安藤英義『商法会計制度論』（白桃書房，1984
年），「実質優先会計の展開」という副題通り，デリバティブ会計の中核的概念（時価評価，評価モデル等）
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や理論を余すことなく探った，古賀智敏『デリバティブ会計』（森山書店，1996 年），加えて，金融商品に
係る時価と評価モデルによる情報監査の難題を徹底的に追究した，古賀智敏『情報監査論』（同文舘出版，
1990 年）があった。すべて高い水準の会計理論の展開がなされていたことから，正直なところ，当時は半
分も分からなかったのである。さらに，アメリカ証券取引法の会計等の規制当局である証券取引委員会（SEC）
の組織・監督の有様や新たな会計領域の出現を説明する貴重な本，盛田良久『アメリカ証取法会計』（中央
経済社，1987 年）も時間をかけて読んだ。そして，大学学部時代に机を並べて，簿記学校の受講を誘って
くれた「先学」の書かれた，会計基準の史的変遷，GAAP 論，概念フレームワーク，基準の国際的調和化ま
でに至る歴史や論理を平易に説明する，広瀬義州『会計基準論』（中央経済社，1995 年）は，貴重な文献
であり，私の研究の基幹部分を大いに刺激・補強してくれた。

3．学会活動
1996 年での経営分析学会の入会を皮切りに，私は大学教師に転籍する意思・希望をもって，会計関係の

学術研究団体に幾つか入会した。その後の 2，3 年の間に順次，日本簿記学会，国際会計研究学会，日本会
計研究学会，ディスクロージャー研究会などの学会に入会していった。これは，横浜国大の大学院に入学し
た時，24 歳も歳が離れている同期生，田辺拙氏（東京帝大経済学部卒，大手化学上場会社の執行・取締役
を経験，当時公認会計士補）から，恩師若杉先生が主宰する研究会が一応終了した後の短い時間帯において，

「学会に入会して，そこで論文を 5 本公表すれば，教授として呼んでくれる」と言われたのが大学教師を目
指す契機となった。この同期生は 2021 年に他界された。

経営分析学会には，若杉ゼミ大学院の後輩に日本証券研究所の理事をされていた森脇彬氏を紹介してもら
い，入会した。私が経営分析学会で初めて公表した論文は「米国における包括的利益概念の本格的導入と企
業経営分析」というもので，米国の時価評価を導入する新会計基準が発効すると，どのような新項目が掲載
されることになるか，また損益計算が複雑化して，純利益計算に続いて包括的利益が計算されることにより，
財務分析がどう変化していくだろうかを検討した論文であった。

2 番目に入会した学会は日本簿記学会であった。私は当時 40 歳代後半に差しかかり，学会にどんな先生
がおられるのかほとんど分からず，懇親会が始まると近くにおられる学会員との名刺交換に励んだ。諸学会
の大会参加を契機として，私は東銀リサーチインターナショナルの肩書でもって，学会で議論された討論の
内容のほか，当時自ら抱いていたいろいろな質問を投げかけていったように思う。学会の大会参加から 1
年ぐらい経過してからは，有名な歳上の学者や私が読破した会計雑誌や本の著者を見つけて話しかけること
を目指した。そのような私の「方針」のなか，導きの先学として，慶応大学の笠井昭次教授との縁を結ぶこ
とができたように思う。

笠井教授はその頃，『会計構造の論理』（税務経理協会，1994 年）という興味深い厚い本を出版され，ま
た当時日本簿記学会の研究理事であったので，関東学院大学で開かれた大会に行った際，笠井先生から私は
学会で研究論文の公表を優しく誘われた。簿記学会入会当初よりよく声をかけて頂いたので，大会会場で私
は論文公表の約束を交わし，次年度，実務経験に基づくテーマ「リース債権流動化の現状と課題」という報
告を大阪経済大学で開かれた全国大会で行った。この論文は，当時のリース会社等の実務の現状を分析し，
レサー側のリース債権の売買が起こるというのに，会計処理がその経済実態を表現しないという点を批判す
るものであった。

3 番目は国際会計研究学会に入会した。これは横浜国大の岡田依里助教授（当時）が推薦人となって，
1997 年かに京都産業大学での大会に出席，即入会となった学会である。この時，岡田先生の師であった神
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戸大学の黒田全紀教授と広島修道大学の岸悦三教授を紹介してもらう。それ以後，岸先生とは，学会に行く
と常に「どうしている？」と言われるとともに，学会報告した先生方のご批評や報告論文についての先生の
コメントをお教え頂いた。私にとっては研究を進めていく上で誠に有益な視点やポイントを教えて貰ったと
いう感覚である。また岸先生の推薦で，私は日本会計史学会にも入会したり，ご自宅や別荘にもお呼び頂き，
度々ご馳走にもなった有難い先学であったが，先生はコロナ禍のなか 2020 年に逝去されてしまわれた。ま
だ，広島にあるお墓にお参りできていない。

日本会計研究学会に私は，1998 年に入会した。その年度の冬季，関東部会が千葉商科大学で開催されて，
笠井先生が「金融商品の時価評価」について発表，登壇されておられた。私は笠井先生にデリバティブの資
産分類（負債にもなる）について質問した。先生のご回答は，「派遣分」ということであった。さらに笠井
先生は，京都学園大学で開催された全国大会（統一部門）にも続けて登壇された。私が学会に入会した当時
では，笠井先生とのご縁は誠に濃密であった。

その他，いろいろな先学と学会を通じて，示唆を受けたり意見交換をさせてもらい，会計研究への道を円
滑に歩むことができた。故須田一幸先生とは，1999 年頃，日本簿記学会の全国大会で私がヘッジ会計に関
する報告をした際，質問を頂いた。その直後，神戸大学の経済経営研究所主催の実証研究の学会開催の通知
が来たので，私は神戸大学に出向いて実証研究というものを間近にした。またその直後，先生の著書『財務
会計の機能』（白桃書房，2000 年）が上梓されて，その本に係る質問をするために，神戸大学の須田先生
の研究室に伺ったこともあった。その時，先生からは実証研究を勧められた。私は当時 50 歳であって，大
量の株価データと企業の財務データを自力で入力するという研究プロセスの実態を鑑みて，希望しないこと
を率直に申し上げたことがある。そして，先生は早稲田大学大学院のファイナンス論の教授として移籍され
た数年後，横浜国立大学大学院の博士論文の私の論文主査に岡田依里先生（論文指導教授）は須田先生を指
名された（私は全く知らず）。私は 2006 年 3 月，横浜国立大学に博士論文を提出，幸い認定されて博士学
位を同年取得できた。先生からはお祝いの紅白ワインセットを贈られた。

そして，故中島省吾先生，古賀智敏先生，川村義則先生，椛田龍三先生，杉本徳栄先生および菊谷正人先
生などの先生方とは学会でお会いし今日に至るまで懇意にさせて貰い，会計研究についての方法論をはじめ
学者・人間の生き方について大いに学ばせて貰っている。感謝するしかない。

4．米国リース基準への再訪問
私が学会に入会して，改めてリース会計基準を研究し始めた頃，簿記学会で大阪経済大学におられた加藤

久明助教授（当時）と名刺交換したように記憶する。私は加藤先生がリース研究論文で立命館大学から博士
号を取得した，とお聞きして，加藤先生執筆のリース論文をまず数本拝読したように思う。そして，電話を
かけてアポイントを取得，時間を作って大阪経済大学の研究室を訪問し，リース研究について約 2 時間，
議論を交わした。それは当然なことであるのだが，学会でリース会計について競争者が存在することを私に
認識させてくれた。

また，1996 年 7 月，米国 FASB（実際は A4+1（英米カナダ豪州＋ IASC））から公表された特別報告書が
出 て い た こ と を 知 っ た。Special Report, Accounting for Lease: New Approach で 主 執 筆 者 は Warren 
McGregor であった。これは，実質上金融である長期オペレーティング・リースのオンバランス化を主張す
るものであった。この報告書を研究する必要性があると思い，私は即刻この文献を入手し翻訳を開始した。
リース基準の SFAS13 の規定があっても，契約書に規定されたリース内容（定期的なリース支払額，変動す
るリース料，残価保証，リース期間，更新条件等）のストラクチャーの工夫等によって，リース資産とリー
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ス負債の貸借対照表計上を回避している実態があったが，この報告書は基準の新規設定を模索するというよ
りも，その時点でのレシー企業のリース会計実務に対する「告発」という性格が強い文書であった。私はこ
の報告書を契機として，本格的なリース研究に改めて入ったように思われる。次に，1999 年にこの報告書
に基づく，より具体的な基準案である，Leases: Implementation of a New Approach が IASC より公表された。
執筆者は英国会計基準設定主体の調査研究員の Nailor & Lennard であり，本書も同様に，私は報告書を入
手し翻訳作業を開始した。約 2 ヶ月の期間をもって翻訳を完了した後，米国における企業財務分析を扱う，
例えば Hawkins, David F., Corporate Financial and Analysis，Irwin，1986 のような本を私は購入すること
により，そこに示されるリース会計実務，および企業のオンバランス回避行動の実態や対応策についてさら
に他の文献資料をも集め出したことを記憶している。

Ⅷ　大学院博士後期課程での研究，大学への移籍，および博士論文の提出

1．横浜国大大学院博士後期課程
TRI に在籍している時の 1998 年 2 月，横浜国立大学の企業会計研究会でお会いしていた岡田依里先生か

ら自宅に電話が入り，同学の大学院博士後期課程の受験を勧められた。その時私は，銀行を即刻辞めて勉学
に専心没頭するという環境にはなく（金銭の問題というより，TRI の社長以下の勤務中 1 日かの外出許可を
得ることだと判断して），現時点は無理であると返答した。そこで，次年度の 1999 年度に入り，TRI 人事
部長に入学後の週一日程度の通学（勤務を一時的に離れること）を相談しその包括的許可を貰った。そこで，
同年の夏季，博士後期課程の入学試験を受験した。会社等の勤務者に対して考慮がなされていた社会人枠に
私は合格した。英語の試験問題は比較的単純な問題で，あの ASOBAT から，目的適合性（relevance）以下
4 情報基準の箇所が出題された。即刻，問題なく全訳したのであった。

学会に入会し，学会大会に参加して会計関係の動きを知り，研究者と会話を交わすことは研究を進める上
で価値があり不可欠であるわけだが，これに加えて 2000 年 4 月，私は横浜国大大学院の博士後期課程に
入学して，大学図書館を自由に使えるようになって，研究するスピードがかなり増すことになった。具体的
に言えば，ある文献を読んでいて，自らが注目する事柄について他の文献の引用などの「注記」表示がある
場合は，図書館で簡単に文献資料を入手でき深い知見を得られるかもしれない。Journal of Accountancy や
Accounting Review，CPA Journal ほかの会計専門雑誌はもちろん，ファイナンス理論などの隣接諸学問に
係る文献を簡単に読み進むことができる可能性が広がった。とはいえ，TRI に勤務しながらの通学であった
ので，それほど時間を割くことはできなかったが，私は博士後期課程の 3 年間，夕刻から 2 時間程は図書
館を活用する時間はあった。

無論，会計等に係わるゼミや講義があるので，そこで指導される事柄や文献教材に対する討議は，研究の
視野を広げ，文献解読のノウハウを取得するまたとない機会を提供してくれた。このプロセスを経て学問の
中身（特に会計学の隣接諸科学）をかなり知るに至り，自分の頭で思索しゼミや講義等において議論するこ
とにより，実証研究や会計学の全体像をしっかりと把握することが出来たことが，さらに研究を進めるにあ
たって極めて大きな力になったように思う。

そのなかで研究の基礎を確立するのにためになった文献には以下のものがあった。濱本道正教授のゼミに
おいては，直近の実証研究を網羅的かつ平易に紹介・解説する，Scott, William R., Financial Accounting 
Theory, Prentice-Hall, 2000 年をほぼ 1 年間にわたって輪読した。また，2001 年においては，資本資産価
格形成モデル（CAPM）を基礎とするアメリカ実証的研究の成果をサーベイすることを通じて，アメリカ現
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代会計に含められている証券市場に対する会計情報機能の重要性を指摘する Penman, H. Stephen, Financial 
Statement Analysis and Security Valuation, 1999 年で説明される Valuation Model を検討した。Valuation に
ついては，また White, Sondhi, and Fried の前掲書第 2 版などを使って，残余利益モデルを深く検討した。
これは 1999 年頃より数年間，会計関係の学会に参加すると，常に株主価値の計算等に関して使われていた
ので，大いに興味を持った記憶がある。加えて，計量経済学や投資理論の本は，同時期に必要性を感じて買
い揃えた。

また岡田依里教授のゼミにおいては，例えば，IASC, Joint Working Group of Standard Setters, Discussion 
Memorandum, Financial Instruments（金融商品全面時価会計，討議資料）を使って半年間議論をした。討
議資料は金融商品については全て公正価値（時価）を付すべきであるという提案であって，私は取得原価主
義と対比している箇所に注目した。また，2002 年，岡田教授自らの上梓した『企業評価と知的資産』（税
務経理協会，2002 年）の輪読もゼミで行った。また FASB が最初に公表した討議資料・概念ステートメン
トの原文も翻訳を対比させて検討したのであった。両ゼミの時間および後日のフォローによって，私は研究
の土台となる文献に触れ会計学の発展の先端部に近づいたように思う。

なお，この頃からは，研究とともに米国大企業の経営や会計実務（リースやリースの会計処理を含む）の
実相を探るために，Xerox，Atlantic and Pacific Tea Company，Walmart，IBM などの有名な会社の歴史や
経営をチェックするために，経済書および一般書の原文を読み始めた。  

2．銀行から大学へ移籍
既に述べた通り，私は 2000 年 4 月から TRI 勤務方々，原則的に週一回，博士後期課程の財務会計専攻

の社会人研究者のひとりとして通学，2 年間で必要単位数やゼミを修了して基本的な修了要件を満たし，あ
とは博士請求論文を出す権利を確保する段階になっていた。そして，2002 年秋，若杉教授の主宰する企業
会計研究会に出席していた，上武大学の広瀬郁雄教授からの推薦を貰って，同年 11 月上武大学の本部に行
く機会を得た。そこで，大学の理事長，学長，および学部長との面談を経て，商学部（後にビジネス情報学
部に名称変更）の財務会計担当の専任教授のポストに就くことになった。

着任初年度のシラバスは 2003 年 1 月頃に教学委員会に送付した後，同年 3 月，東銀を辞めて，予定通り，
私は会計学の担当の教授として赴任した。

入学式を終えると，香港や広東省あたりから重症急性呼吸器症候群（SARS）が流行し始め日本にも患者
が出だして，大学の授業開始が遅延した。「心機一転」という気持ちで私は自宅から群馬県の伊勢崎市に通
い出したわけだが，初年度の 4 月／ 5 月はこの影響もあってほとんど自分の研究室に籠って，家から大学
に送った荷物の整理やレジメの作成に励んだ記憶がある。

上武大学での担当科目は簿記および会計学（財務会計）であったわけであるが，その時点，横浜国立大学
の大学院の方は，必修科目とゼミの単位は全て取得済みであったので，次に博士請求論文の提出に係る予備
審査を受ける必要があった。初めての大学教師の職に慣れまた諸々の業務の要領も覚え，さらに大学理事・
職員，同僚等との人的交流を円滑にすることが必須である点で，私は上武大学に移籍した後の 1 年間だけは，
それらの周辺的業務を第一義として鋭意大学の生活に馴じみ，あわせて会計学の研究にも徐々に注力して
いった。

3．博士請求論文の提出
横浜国立大学大学院国際社会科学研究科に入学して直ぐに，学生は博士後期課程の修了時に提出する博士
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論文の企画書を出さなければならなかった。私は銀行実務を知っている利点，および外貨建取引会計やデリ
バティブ会計を研究してきた自負もあって，『金融商品会計論』のテーマを最初，大学院事務室に博士論文
のテーマとして提出した。そして，夏休み頃からは横浜国立大学の図書館に行って銀行等の金融機関に係る
会計文献を探った。金融政策や金融業務に係る文献資料は多数あったが，会計に限定すると極めて少ない状
況であった。特に，金融商品，特にデリバティブに係る資料はほとんどない状況にあった。他の図書館か別
のルートで資料を収集するしかないだろうと感じたが，横浜国大の図書館にあった幾つか文献をコピーし読
んでいった。その結果，その時点ではデリバティブ会計の資料は少なく，またこの領域は会計の「技術論」
という感じがしてきて，私は徐々に興味を失っていった。

一方，米国基準および国際会計基準のコンバージェンスの大きなうねりのなかで，再びリース会計論が議
論の俎上に上がってきており，この動きを捉えて，私はリース会計論の測定を中心とした博士請求論文を書
きたいという気持ちが高まっていった。したがって，1 年次の末に提出した正式な博士論文の企画書には，「金
融商品会計」を取り下げて「リース会計論」のテーマを記載したのである。

上武大学赴任の初期段階すなわち，2003 年 4 月以降では，財務会計論等の担当科目の合間に，大学図書
館を利用して文献収集に注力していった。特にリース会計に係る論文の注に記述された文献や論文を図書館
から取得していった。私はこの頃には，既に多くの学会に入会所属しており，数度の研究報告をなしており，
経営分析学会や日本簿記学会の学会機関紙に幾つかの論文を寄稿していた。

上武大学に移籍して暫くして博士請求論文の予備審査を受けることとなった。予備審査は，研究の趣旨，
論文構成，進捗度などの説明書，およびこれまで専門雑誌や横浜国大の紀要に掲載してきた論文を添付して
提出，指導教官 3 人から口頭審査を受ける規定であった。

私は横浜国大の博士請求論文のはじめての予備審査を 2001 年 4 月下旬に受けた。そして，より本格的
な 2 回目の博士論文の予備審査は 2003 年 11 月に受けて通過した。しかし，文献渉猟は進んでも，文献の
読み込みは簡単にはいかず，よって論文執筆は思うように進まず。2003 年 1 月の提出期限には提出できな
かったので，博士論文の提出はその次年度に提出する方向に変更した。そして，この年の 6 月，指導教授
の濱本道正氏の持病が悪化し，大学を長期にわたり休職することになったため，私は岡田依里教授の指導を
受けることに変更となった。岡田教授は，関西学院大学商学部，神戸大学大学院を経て，横浜国立大学に赴
任，米国コロンビア大学に客員で留学した経験を有し，当時は企業評価論や国際会計論で頭角を現していた
教授であった。このような状況下，私は 2004 年 1 月に大学院に復学して，勤務先であった上武大学での
講義その他の職務の合間に，横浜国大の研究棟に出向いて岡田先生に対して改めて博士論文の計画等を説明
後，先生が指導する研究会にすべて出席した。

上武大学に赴任してほぼ丸二年間が経過。後期の学生成績評価入力が終わって，2005 年 2 月中旬より私
はさらなる会計文献読み込みと論文執筆に入った。私は伊勢崎市に連泊して，日 10 時間目標で無我夢中に
研究執筆に没頭した。すると，私の関節リウマチの症状が徐々に悪化，左肘が大きく腫れるとともに体調の
方も悪化した。結果，博士請求論文はリース契約の未履行契約性の論点，およびその時点，重要な論点であっ
た「リース資産およびリース負債の測定」の論稿が未定稿となって残り，2005 年度の新学期を迎えてしまう。
新学期に入って，左肘はさらに悪化したので，6 月，学期中に慶応病院に入院して，左肘の関節部にチタン
という合金を入れる手術を施してもらう。幸い手術は成功して，左肘部分の膨張は解消，左手の指先も滑ら
かに動かすことができた。大学に復帰して，前期期末試験の作問，実施および成績評価の提出はギリギリ間
に合った。

夏休みからは，身体は全く問題なく動かせるので，必要と思われる文献を図書館経由で収集し翻訳しなが
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ら読み込み，未定稿であった部分の原稿を完成させていった。そして，後期課程が始まってからは大学講義
等を粛々とこなすと同時に，論文提出月の前月まで全面的な見直し着手した。横浜国大への博士請求論文の
本審査を 2005 年 10 月に通過，次年度の 3 月中旬に納得できる最終的論文を提出した。上武大学に赴任し
てちょうど 3 年の歳月をもって博士請求論文を母校のひとつ，横浜国大に提出することができた。この 3
年間，特に執筆の最終年度となった 2005 年夏季休暇以後からの半年は，生涯のうちで最も日々精神を集中
しまた高揚した時間帯であったと思われる。論文の提出日から口頭試験までの約 5 カ月の期間があったので，
今後の研究推進のために，この期間を利用して会計のほか，私は会計の周辺分野や国際会計基準についての
調査に入った。口頭審査は大学の一教室で 8 月に行われた。外部からの審査委員長（主査）は当時早稲田
大学教授であった須田一幸教授，副審査役は斎藤真哉教授，泉宏之教授，および浅野幸弘教授の下で口頭審
査が行われた。論文指導教官・岡田依里教授は状況を見守る立場であった。

口頭審査に際しては，私は予め自らの論文と先学のリース会計論文との比較表および論文の新規性を示し
た表を審査員に当日配布した。私としてはこれによってまず質疑応答に対する十分な根拠・説明をなすこと
が出来たと思っている。口頭審査は 1 時間半程度で終了した。

そして 9 月 30 日，横浜国大大学院国際社会科学研究科の博士後期課程を修了すると同時に，宿願の博士
号（経営学）を取得した。横浜国大の研究棟の中の大きな式場で，学長から名前を呼ばれて博士号の認定証
を貰ったのであるが，その時の達成感・充実感は忘れ難い。

Ⅸ　小括―本格的研究活動に向けて

私は次の段階に進んでいく門出を迎えた。博士請求論文を提出した後，口頭試験日まで 5 カ月もあった
ので，この期間での研究推進，および積極的な活用を計画した。研究インフラを形成するために，会計の論
文によく引用される有名な文献のコピーを取得し（一部は）読破すること，および丸の内にある丸善書店や
八重洲ブックセンターに一週間に一度，書店の外書コーナーに立ち寄って会計ほかの新規発刊本を探して良
ければ購入することを決めた。それらを実行していくうちに，私は，国際会計基準の国内導入の将来の蓋然
性を想定し，また国際会計基準に関する重要な本の翻訳を有力な会計研究者と組んで（あるいはメンバーに
入れて貰い），進めることを計画した（幸い，早稲田大学商学部川村義則先生，および神戸大学経営学部・
大学院古賀智敏先生との 2 つの翻訳プロジェクトを遂行することになった。誠に強運であった）。

この執筆時点で，自らの軌跡を振り返ってみれば，最初に大学学部，および大学院修士課程に在籍して会
計研究を 7 年間行ってきた私は，45 歳頃に改めて残りの人生を賭けて会計研究の道を歩むことに決意して
努力邁進してきた。その再訪の時点から数えると，今日までで凡そ 30 年の歳月をかけて会計研究に心血を
注いできたことになる。

再訪問となった段階（1995 年から数年間）では，ある意味「革命的」展開を遂げ全く様相を変えた会計
学分野に対する挑戦となった。まずは，かつて読んで理解した筈の本を再読し，次いで，大学院修士課程で
の恩師，若杉教授に相談しに行って会計関係の諸学会に入会することを目標とした。47 歳になって健康状
態もかなり快復して東銀リサーチインターナショナルという関係会社に出向，幸いにも，業務の一環として
会計研究にかなり専心することができる状況になり，また会計関係の学会に幾つか入ることができた。学会
入会は私の前途を明るく照らし研究心に火を点けていった。

学会の次は，その関係会社の勤務方々，母校の大学院博士後期課程に入学して，計量的な方法論，統計学
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等を修得し，高度化・精緻化していく会計理論についての知見を増やしていった。いかに会計の先学たちの
レベルに追いつき，そして先端領域にまで辿りつくか。そのためには，会計をはじめ関連分野と想定される
文献を購入し読み込み思索するかに腐心した。

銀行員時代では，会計関係，とりわけリースに関係するような業務を私は経験した。旧東銀（現三菱 UFJ
銀行）に入行して 26 歳から 53 歳までの約 27 年間の勤務のうち，実務としてのリースを含む金融業務を
多年にわたり経験した。例えば，一時期は国際財務開発室（1 年半）に勤務し，また東銀リース（本社 2 カ
月，3 年 8 ケ月は香港現地法人に勤務）に出向した。その両方の部署ではリース案件の審査，採り上げ，資
金調達，案件管理に対応した。また，その他の部署でもリース業務自体には多少絡んだ時期はあったが，全
て学術的な文献を読み込んで引用文献や解説を注記等に書くこととは違うことであった。つまり，学者とし
て仕事をしていくということは，学問的な方法論を理解し，引用文献の記述を含めて論文作法を厳格に守り，
ある程度証拠に基づき，正確で流麗な文章を書くことが論文作成の要諦となるということを心底より理解し
実行する必要があったのである。

東京銀行勤務の終盤に関係会社，東銀リサーチインターナショナルに出向していた局面において私は，会
計研究に本格的に再着手，会計学の大いなる発展の全貌を知り新たな課題に直面した。例えば，「資本市場
理論」，「実証研究」，加えて「財務会計のフレームワーク」等である。欧米（特にアメリカ）の会計の思想
や諸制度や技法の進展を徹底的に見極めることが必須であることを自覚した。そして，大学院博士後期課程
に入学し，いろいろな先学からの指導や錬磨の過程を経ることにより，宿願であった博士号を取得するに至
り，そこからさらに本格的な会計研究に専心することができたようになったと思うところである。

最後に，本随想録は，私の手帳，記録文，これまで書いたエッセイ，および自らの記憶に基づいて書き綴っ
た文である点，厳密なものでないことを付け加えさせて頂く。ご諒解をお願いしたい。

東京の奥沢にある弊宅にて
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